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く、現在も公式には使われていない。Made in SZ4と書いたら、SZ は中国語の拼音で、深圳(シンセン)
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主体は CCTV の第 1 テレビチャンネル・ 総合チャンネルであるが、中国全土の各都市の主要テレビ・ラジオ局で
も同時に放送されている。よってこの場合の意味は「全国ニュース」、あるいは「ネットワークニュース」となる。
なお、地方放送局の配信のタイムラグを考慮してか、オープニング・タイトルが流れるのは 19 時 00 分 03 秒から
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能を備えている、正規携帯電話にもない新しい機能も装備していることが多い。ブランド名は全くつ































                                                          
9 携帯本体の特別認識番号、一台の携帯に一つの番号しかない。 
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2005 年までには世界市場の中心は JUE（J は Japan、U は USA、E はヨーロッパ）諸国であった。
当時の世界の工場は BRICs であった。2005 年以降、世界市場に様々な国が参入し、JUE の購買力と
消費力はその比重を低下させた。世界の経済消費力の中心は、主に BRICs、VISTA (V はベトナム、
I はインドネシア、S は南アメリカ、T はトルコ、A はアルゼンチン）に移った。 
外国の小さな通信キャリアでさえ、わざわざ深圳まできて山寨携帯電話を仕入れるようになり、外
国の卸売が深圳に事務所を置くようになった。山寨携帯の輸出は、2007 年の中頃から拡大を始めた。

















同社のレポートによれば、2009 年の販売台数は 1.5 億台に、2010 年には 1.75 億台にもなることが
見込まれている。Gartner12社は 2009 年 12 月に発表したレポートで、2009 年の世界の携帯電話総販
売数は 12 億 1,400 万台になると発表している。これを先の山寨携帯販売数６億台と比較すると、実
に山寨携帯の市場規模は世界の携帯電話販売総数の２分の 1 弱の規模にも達することになる13。 




11 引用 iSuppli 社「グレー携帯が中国政府の取り締まり強化の影響を受ける｣。 
12 ガートナー（英: Gartner, Inc.）は、IT 分野の調査・助言を行う企業。本社はコネチカット州スタンフォード。
2001 年までガートナー・グループ（The Gartner Group）という名称であった。 
13 引用ガートナー社 2009 年 12 月に発表したレポート「Gartner Says Worldwide Mobile Device Sales on Pace 
for Flat Growth in 2009｣。http://www.gartner.com/newsroom/id/1256113 
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14 引用 iSuppli 社「グレー携帯が中国政府の取り締まり強化の影響を受ける｣。 
15 引用 Wire less Wire News 中尾貴光「中国編（4）存在感を増す山寨携帯メーカー」2010 年 11 月 8 日 2 ペー
ジ 
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アップルは 2007 年から第一世代の iPhone を販売している。VAIO は SONY のブランドである。
アップルの iPhone は、アップルがデザインし、FOXCONN が製造した。SONY の VAIO の場合、
自社でデザインから、製造、販売まで行う。この場合、アップルのスタイルは OEM17と呼ばれ、OEM
製造を担当することで FOXCONN は急成長した。VAIO の場合は、OBM18と呼ばれ、SONY が自社
でデザインし、製造、販売まで、一貫して自社で行う。一方で、山寨品は闇で設計、製造され、闇流










                                                          
16 引用『Wire less Wire News 中尾貴光』「中国編（4）存在感を増す山寨携帯メーカー」2010 年 11 月 8 日、イ
ンターネット調査会社 ZDC が調査したアンケートを元に『中尾』が編集 2 ページ 
17 OEM（オーイーエム、英：original equipment manufacturer）とは他社ブランドの製品を製造すること、また
はその企業である。日本では「相手先ブランド名製造｣、｢納入先商標による受託製造｣、などと訳される。 
18 OBM(オープンブックマネジメントの略称、英：Own Brand Manufacturing)自社ブランドによる事業。 
19 さいしんが ISAC の研究会の発言。 
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気がないが、支払い能力の低い BRICs、VISTA などの発展途上国では大量に購入されている。 
山寨製品は発展途上国のニーズに答える不十分な資本、未熟な技術、低品質の条件が揃って、初め







山寨品には、SONY や APPLE のようなブランド戦略がない。納税、サービス、広告宣伝も必要も
なく、その分のコストを下げることができる。製造ノウハウの蓄積によって、短期間の製造が可能で、
完成品を直ちに、販売できる。また、山寨製品は市場のニーズを迅速に把握する能力を有し、最近で
















                                                          






22 東京大学特任教授である村沢義久が、2009 年 3 月、その筆書『日本経済の勝ち方－太陽エネルギー革命』で今
後の自動車業界の見通しに関してはじめて使った表現である。 
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23 行動=高業績をまたらした行動を中心とした分析である。 
創価大学大学院紀要・第 36 集・2014 年 12 月 


















ともない世界の途上国 BRICs、VISTA の 50 億に BOP 市場で勝負をかけている。 
 
（5） 山寨現象の勃興と経済発展 
山寨型生産システムを発展させたのは中国だけではない、日本は 60 年代 70年代の日本においても、
山寨型生産は行われた。研究者は日本の科学技術革新モデルを二種類に分け、一つを主に模倣と学び、
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1963 年の日本は一人当たり GDP が 573 ドル、1970 年は 3000 ドル。2000 年の中国は 856 ドル、
2008 年は 3312 ドル。(図４)242012 年、日本の一人当たり GDP は 45,902.67 ドル、一ヶ月は 3825
ドルぐらい。中国は 5444.79 ドル、一ヶ月は 453 ドルぐらい。日本は中国の８倍。 
 
図４、一人当たり GDP の比較 
 
1960 年の日本一人当たり収入が 395 ドル、1970 年は 1592 ドル（図５)25。2000 年、中国都市一人
当たり収入は 794 ドル、2010 年は 2310 ドル（図６)26。2000 年中国農村一人当たり収入は 316 ドル、
2010 年は 697 ドル（図７)27。 
                                                          
24 引用『陳漢宇、李娟婷』等 「山寨文化調研報告」中山大學 ９ページ 
25 引用『陳漢宇、李娟婷』等 「山寨文化調研報告」中山大學 ９ページ 
26 引用『陳漢宇、李娟婷』等 「山寨文化調研報告」中山大學 ９ページ 
27 引用『陳漢宇、李娟婷』等 「山寨文化調研報告」中山大學 10 ページ 
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1965 年の日本のエンゲル係数は 38.1％、中国都市 2008 年は 37.9％、農村は 43.7％（図８)28。国
際連合食糧農業機関（FAO）によると、エンゲル係数は 60％以上が貧困、50％～59％が基本的な生
活を守る、40％～49％がやや富裕、30％～39％以下が最富裕。 
                                                          
28 引用陳漢宇、李娟婷等 「山寨文化調研報告」中山大學 10 ページ 
創価大学大学院紀要・第 36 集・2014 年 12 月 




次は 1970 年日本と 2008 年中国の工業化プロセス比較。1970 年の日本産業構造で第一次産業は
6.5％を占める、第二次産業は 49.6％、第三次産業は 43.8％（図９)29。中国 2008 年の産業構造で第
一次産業は 11.3％、第二次産業は 48.6％、第三次産業は 40.1％を占める（図 10)30。 
 
図９、日本 1970 年産業構造 
 
 
                                                          
29 引用『陳漢宇、李娟婷』等 「山寨文化調研報告」中山大學 10 ページ 
30 引用『陳漢宇、李娟婷』等 「山寨文化調研報告」中山大學 11 ページ 
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31 労働集約型とは、人による労働が中心となって業務が行なわれている形態のことをいう。飲食業や雑貨店など
の店舗型サービス業は、労働集約型の典型。 
32 引用『陳漢宇、李娟婷』等 「山寨文化調研報告」中山大學 11 ページ 
創価大学大学院紀要・第 36 集・2014 年 12 月 































                                                          
33 謝祖墀、黄昱著 福島毅 監訳 「｢山寨」－中国ビジネスの申し子」Management Journal 特集『真の成長
のための中国戦略の再設計』 2009 年８月第 11 期 3 ページ 
阿甘 『中国モノマネ工場－世界ブランドを揺さぶる「山寨革命」の衝撃』 日経 BP 社 2011 年 11 月 21 日発
刊 301 ページ 
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34 山寨春晩、山寨版春節パーティ、中央テレビ（CCTV）が総力を挙げて制作する旧暦大晦日に放送するこの体制
美化の番組、中国版紅白歌合戦。 
35 何清涟（1956 年－），女，中国湖南邵阳人、作家、经济学家。 
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～3000 元（約 2 万 5000～3 万 6000 円）だが、これは庶民の１カ月分の給料にあたる金額だ。そこ





















的財産権保護の足取りを進めてきた。実際、パソコンなど様々なソフトの海賊版率は 2005 年が 26％、
2006 年 24％、2007 年 20％と徐々に下がってきてはいますが、それでも 5 本に 1 本は海賊版という
ことになる。  
2008 年 6 月 5 日、『国家知識産権戦略』が頒布され、2020 年の完成を目指した、国としての知識
財産権戦略が明示された。今後イノベーション型国家を建設し、国際競争力を高めよう、という中国
の意思がはっきり示された、とも言えましょう。2008 年７月、広東省では 1150 万元を拠出して優れ
た特許を生み出した 20 の機関・団体を表彰した。同省は累計特許認可数が 30 万件に達し、13 年連
続全国一を占めていますが、上記の＜綱 要＞では、こういった特許を守るべく、裁判所に対し、取り
締まりの強化を強く求めている。  
2008 年 12 月 27 日、特許の範囲の拡大や管理部門の権限化など、修正された『中華人民共和国特
許法』が全人代常務委員会を通過した、こういった動きと平行する時期に“山寨文化”が出現して勢
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ムなどはほんの数例にすぎない。こうした「山寨」について、2009 年 3 月に北京で開かれた全国人
                                                          
36 林語堂（りん ごどう、1895 年 10 月 10 日 - 1976 年 3 月 26 日）は中華民国の文学者・言語学者・評論家。 
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